
食器洗浄機用洗浄剤-Ⅰ〔液体・非苛性・塩素系〕

業務用 ○△□×（製品名）

品　名 　業務用食器洗浄機用洗浄剤
成　分 　塩素系漂白剤、ケイ酸塩
性　状 　液体の記載（液性の表示「アルカリ性など」）
用　途 　自動食器洗浄機を使用した食器、器具類の洗浄用
内容量 　ｋｇ又はＬ等　計量法に基づく表示

標準使用濃度 　％（　　～　　％）
使用方法 　必要に応じて記載

使用上の注意
・作業時は、保護マスク、保護メガネおよび保護手袋を使用する旨。
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしない旨。
・キャップを開けるとき、液が飛び出す恐れがある。また、容器を移動するときはキャップをしっか
り閉める。緩んでいると、液が跳ねて目や皮膚に付く恐れがある旨。

・<(使用中に吸入されうる粒子が発生するかもしれない場合）>ミスト、蒸気を吸入しない旨。
・他の薬剤、洗浄剤等とはまぜない旨。
・交換時は、チューブに付着した洗浄剤がはねる可能性があるので充分に注意しながら差し替える
・他の容器（飲料用のボトルなど）に移し替えて使用しない旨。「該当しない場合は適切な表現」
・他の容器に移し替える場合は、（清浄で乾燥した）専用の（プラスチック）容器に、その商品名、
使用方法、注意事項を明記した上で使用する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・使い終わった容器は良く洗ってから処理する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・アルミニウム製の食器や器具類および漆器の洗浄を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・銅や銅合金およびスズ製の物品の洗浄、接液を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・業務用食器洗浄機以外の用途には使用しない旨。
・施錠して保管する旨。
・必要な時以外は、環境への放出をさける旨。
・物的被害を防止するためにも流出したものを吸収する旨。
・耐腐食性/耐腐食性内張りのある容器に保管する旨。
・内容物や容器は、（国際／国／都道府県／市町村の）規則に従って廃棄する旨。

応急処置
・万一、有害な塩素ガスを吸い込んだ場合には、直ちに患者を風通しの良い場所に避難させ、安静に
した後に速やかに医師の診断を受ける。手当が遅れると生命にかかわる恐れがある。

・目に入った場合、直ちに流水で１５分以上洗い流す。（コンタクトレンズは外す。）状態に変化が
見られた場合、ＳＤＳか本品を持参して速やかに医師の診断を受ける。（濃い液と多量に接触した場
合、手当てが遅れると失明することがある。）

・万一飲み込んだ場合、直ちに多量の水（牛乳）を飲ませる。（意識のない場合には、口から何も与
えない。）吐かせてはいけない。状態に変化が見られた場合、ＳＤＳか本品を持参して速やかに医師
の診断を受ける。（濃い液を多量に飲み込んだ場合、手当てが遅れると生命にかかわることがあ
る。）
・液が皮膚に付いた場合、直ちに水で充分に洗い流す。（液が付着した衣服や靴は直ちに脱ぐ。再使
用する場合には洗濯する。）手当てが遅れると炎症（熱症）を起こすことがある。

・万一流出した場合、物質被害を防止するため、乾燥砂、土、おがくず、ウエス等（性状に適したも
のを指定）に吸収させ、密閉できる空容器に回収する。

発      売      元： ○○××　株式会社
住               所： 東京都〇〇区△△町××番地
電   話   番   号： ０３－△△△△－□□□□
製造ロット番号 ： このスペースに表示するか、欄外に表示する場合は欄外に表示を記入

＊非苛性とは、製品成分として意図して苛性成分を配合しないものとする。
（例）次亜塩素酸ナトリウムに含まれる苛性ソーダは対象外とする。

必ず使用前に｢安全データシート（SDS）｣と｢使用上の注意｣をお読みください。

日本食品洗浄剤衛生協会（食洗協）の定めたガイドラインに基づく表示

※その他の注意事項「各社対応」　ユーザーにとってより判り易い表示（イラスト等）、項目などは各社の判断で対応

ﾒﾀｹｲ酸ﾅﾄﾘｳﾑ：20%
次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ（12%）：25%
水：55%

危険

金属腐食のおそれ
飲み込むと有害
重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷
臓器の障害のおそれ
水生生物に毒性
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食器洗浄機用洗浄剤-Ⅱ〔液体・非劇物・塩素系〕

業務用 ○△□×（製品名）

品　名 　業務用食器洗浄機用洗浄剤
成　分 　塩素系漂白剤、リン酸塩、水酸化カリウム（4%）
性　状 　液体の記載（液性の表示「アルカリ性など」）
用　途 　自動食器洗浄機を使用した食器、器具類の洗浄用
内容量 　ｋｇ又はＬ等　計量法に基づく表示

標準使用濃度 　％（　　～　　％）
使用方法 　必要に応じて記載

使用上の注意
・作業時は、保護マスク、保護メガネおよび保護手袋を使用する旨。
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしない旨。
・屋外または換気の良い場所でのみ使用する旨。
・キャップを開けるとき、液が飛び出す恐れがある。また、容器を移動するときは、キャップ
をしっかり閉める。緩んでいると、液が跳ねて目や皮膚に付く恐れがある旨。
・取扱い後はよく手を洗う旨。
・他の薬剤、洗浄剤等とはまぜない旨。
・交換時は、チューブに付着した洗浄剤がはねる可能性があるので充分に注意しながら差し替
・他の容器（飲料用のボトルなど）に移し替えて使用しない旨。「該当しない場合は適切な表
・他の容器に移し替える場合は、（清浄で乾燥した）専用の（プラスチック）容器に、その商
品名、使用方法、注意事項を明記した上で使用する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・使い終わった容器は良く洗ってから処理する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・アルミニウム製の食器や器具類および漆器の洗浄を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・銅や銅合金およびスズ製の物品の洗浄、接液を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・子供の手の届かないところに保管する旨。
・施錠して保管する旨。
・必要な時以外は、環境への放出を避ける旨。
・物的被害を防止するためにも流出したものを吸収する旨。
・耐腐食性/耐腐食性内張りのある容器に保管する旨。
・容器を密閉して換気の良いところで保管する旨。
・内容物や容器は、（国際／国／都道府県／市町村の）規則に従って廃棄する旨。

応急処置
・万一、有害な塩素ガスを吸い込んだ場合には、直ちに患者を風通しの良い場所に避難させ、
安静にした後に速やかに医師の診断を受ける。手当が遅れると生命にかかわる恐れがある。

・目に入った場合、直ちに流水で１５分以上洗い流す。（コンタクトレンズは外す。）状態に
変化が見られた場合、ＳＤＳか本品を持参して速やかに医師の診断を受ける。（濃い液と多量
に接触した場合、手当てが遅れると失明することがある。）

・万一飲み込んだ場合、直ちに多量の水（牛乳）を飲ませる。（意識のない場合には、口から
何も与えない。）　吐かせてはいけない。状態に変化が見られた場合、ＳＤＳか本品を持参し
て速やかに医師の診断を受ける。（濃い液を多量に飲み込んだ場合、手当てが遅れると生命に
かかわることがある。）

・液が皮膚に付いた場合、直ちに水で充分に洗い流す。（液が付着した衣服や靴は直ちに脱
ぐ。再使用する場合には洗濯する。）手当てが遅れると炎症（熱症）を起こすことがある。

・万一流出した場合、物質被害を防止するため、乾燥砂、土、おがくず、ウエス等（性状に適
したものを指定）に吸収させ、密閉できる空容器に回収する。

発      売      元： ○○××　株式会社
住               所： 東京都〇〇区△△町××番地
電   話   番   号： ０３－△△△△－□□□□
製造ロット番号 ： このスペースに表示するか、欄外に表示する場合は欄外に表示を記入

必ず使用前に｢安全データシート（SDS）｣と｢使用上の注意｣をお読みください。

日本食品洗浄剤衛生協会（食洗協）の定めたガイドラインに基づく表示

※その他の注意事項「各社対応」　ユーザーにとってより判り易い表示（イラスト等）、項目などは各社の判断で対応

水酸化ｶﾘｳﾑ：4.%
ﾄﾘﾎﾟﾘﾘﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ：20%
次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ（12%）：25%
水：50.2%

危険

金属腐食のおそれ
飲み込むと有害
重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷
臓器の障害のおそれ
水生生物に毒性
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食器洗浄機用洗浄剤-Ⅲ〔液体・劇物・塩素系〕

業務用 ○△□×（製品名）

品　名 　業務用食器洗浄機用洗浄剤
成　分 　リン酸塩、水酸化カリウム（15%）、塩素系漂白剤
性　状 　液体の記載（液性の表示「アルカリ性など」）
用　途 　自動食器洗浄機を使用した食器、器具類の洗浄用
内容量 　ｋｇ又はＬ等　計量法に基づく表示

標準使用濃度 　％（　　～　　％）
使用方法 　必要に応じて記載

使用上の注意
・作業時は、保護マスク、保護メガネおよび保護手袋を使用する旨。
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙しない旨。
・屋外または換気の良い場所でのみ使用する旨。
・キャップを開けるとき、液が飛び出す恐れがある。また、容器を移動するときは、キャップをしっか
り閉める。緩んでいると、液が跳ねて目や皮膚に付く恐れがある旨。

・取扱い後はよく手を洗う旨。
・他の薬剤、洗浄剤等とはまぜない旨。
・交換時は、チューブに付着した洗浄剤がはねる可能性があるので充分に注意しながら差し替える旨。
・他の容器（飲料用のボトルなど）に移し替えて使用しない旨。「該当しない場合は適切な表現」
・他の容器に移し替える場合は、（清浄で乾燥した）専用の（プラスチック）容器に、その商品名、使
用方法、注意事項を明記した上で使用する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・使い終わった容器は良く洗ってから処理する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・アルミニウム製の食器や器具類および漆器の洗浄を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・銅や銅合金およびスズ製の物品の洗浄、接液を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・子供の手の届かないところに保管する旨。
・施錠して保管する旨。
・必要な時以外は、環境への放出を避ける旨。
・物的被害を防止するためにも流出したものを吸収する旨。
・耐腐食性/耐腐食性内張りのある容器に保管する旨。
・容器を密閉して換気の良いところで保管する旨。
・内容物や容器は、（国際／国／都道府県／市町村の）規則に従って廃棄する旨。

応急処置
・万一、有害な塩素ガスを吸い込んだ場合には、直ちに患者を風通しの良い場所に避難させ、安静にし
た後に速やかに医師の診断を受ける。手当が遅れると生命にかかわる恐れがある。

・目に入った場合、直ちに流水で１５分以上洗い流す。（コンタクトレンズは外す。）その後、ＳＤＳ
か本品を持参して速やかに医師の診断を受ける。（濃い液と多量に接触した場合、手当てが遅れると失
明することがある。）

・万一飲み込んだ場合、直ちに多量の水（牛乳）を飲ませる。（意識のない場合には、口から何も与え
ない。）吐かせてはいけない。気分が悪い時は、医師に連絡する。ＳＤＳか本品を持参して速やかに医
師の診断を受ける。（濃い液を多量に飲み込んだ場合、手当てが遅れると生命にかかわることがあ
る。）
・液が皮膚に付いた場合、直ちに水で充分に洗い流す。（液が付着した衣服や靴は直ちに脱ぐ。再使用
する場合には洗濯する。）手当てが遅れると炎症（熱症）を起こすことがある。

・万一流出した場合、物質被害を防止するため、乾燥砂、土、おがくず、ウエス等（性状に適したもの
を

発      売      元： ○○××　株式会社
住               所： 東京都〇〇区△△町××番地
電   話   番   号： ０３－△△△△－□□□□
製      造      元 : ○○××△△工業　株式会社
住               所： 埼玉県□□市○○町××番地
電   話   番   号： ０４８－△△△－□□□□
製造ロット番号 ： このスペースに表示するか、欄外に表示する場合は欄外に表示を記入

必ず使用前に｢安全データシート（SDS）｣と｢使用上の注意｣をお読みください。

日本食品洗浄剤衛生協会（食洗協）の定めたガイドラインに基づく表示

※その他の注意事項「各社対応」　ユーザーにとってより判り易い表示（イラスト等）、項目などは各社の判断で対応

水酸化ｶﾘｳﾑ：15%
ﾄﾘﾎﾟﾘﾘﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ：20%
次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ（12%）：12%
水：53%
液性情報：pH ≧ 11.5

医薬用外劇物

水酸化カリウム：１５％

危険

金属腐食のおそれ
飲み込むと有害
重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷
臓器の障害
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食器洗浄機用洗浄剤-Ⅳ〔粉末・非苛性・非塩素系〕

業務用 ○△□×（製品名）

品　名 　業務用食器洗浄機用洗浄剤
成　分 　炭酸塩、ケイ酸塩、カルボン酸塩
性　状 　粉末の記載（液性の表示「アルカリ性など」）
用　途 　自動食器洗浄機を使用した食器、器具類の洗浄用
内容量 　ｋｇ又はＬ等　計量法に基づく表示

標準使用濃度 　％（　　～　　％）
使用方法 　必要に応じて記載

使用上の注意
・作業時は、保護マスク、保護メガネおよび保護手袋を使用する旨。
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙しない旨。
・屋外または換気の良い場所でのみ使用する旨。
・粉塵、ミスト、蒸気を吸入しない旨。
・キャップを開けるとき、液が飛び出す恐れがある。また、容器を移動するときは、キャップ
をしっかり閉める。緩んでいると、液が跳ねて目や皮膚に付く恐れがある旨。
・他の薬剤、洗浄剤等とはまぜない旨。
・洗浄機に洗浄剤を投入する際は、乾燥した専用のスプーンを使用する旨。「粉末の手投げ洗
・洗浄機に洗浄剤を投入する際は、乾燥した専用のトングを使用する旨。「タブレットの手投
げ洗浄剤」
・交換時は、カートリッジ（容器）に洗浄水が付着することがあるので口を上にして差し替え
る旨。「カートリッジタイプの場合」
・他の容器（飲料用のボトルなど）に移し替えて使用しない旨。「該当しない場合は適切な表
・他の容器に移し替える場合は、（清浄で乾燥した）専用の（プラスチック）容器に、その商
品名、使用方法、注意事項を明記した上で使用する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・使い終わった容器は良く洗ってから処理する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・アルミニウム製の食器や器具類および漆器の洗浄を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・業務用食器洗浄機以外の用途には使用しない旨。
・移動、保管時は容器の口（キャップ）をしっかり閉める旨。「液体、固形などの製品の場
・子供の手の届かないところに保管する旨。
・施錠して保管する旨。
・必要な時以外は、環境への放出を避ける旨。
・内容物や容器は、（国際／国／都道府県／市町村の）規則に従って廃棄する旨。

応急処置
・目に入った場合、直ちに流水で１５分以上洗い流す。（コンタクトレンズは外す。）状態に
変化が見られた場合、ＳＤＳか本品を持参して速やかに医師の診断を受ける。（濃い液と多量
に接触した場合、手当てが遅れると失明することがある。）

・万一飲み込んだ場合、直ちに多量の水（牛乳）を飲ませる。（意識のない場合には、口から
何も与えない。）吐かせてはいけない。状態に変化が見られた場合、ＳＤＳか本品を持参して
速やかに医師の診断を受ける。（濃い液を多量に飲み込んだ場合、手当てが遅れると生命にか
かわることがある。）

・液が皮膚に付いた場合、直ちに水で充分に洗い流す。（液が付着した衣服や靴は直ちに脱
ぐ。再使用する場合には洗濯する。）手当てが遅れると炎症（熱症）を起こすことがある。

・吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。気分が悪い
時は、医師の診断を受けること。

　 発      売      元： ○○××　株式会社
住               所： 東京都〇〇区△△町××番地
電   話   番   号： ０３－△△△△－□□□□

製造ロット番号 ： このスペースに表示するか、欄外に表示する場合は欄外に表示を記入

必ず使用前に｢安全データシート（SDS）｣と｢使用上の注意｣をお読みください。

日本食品洗浄剤衛生協会（食洗協）の定めたガイドラインに基づく表示

※その他の注意事項「各社対応」　ユーザーにとってより判り易い表示（イラスト等）、項目などは各社の判断で対

ﾒﾀｹｲ酸ﾅﾄﾘｳﾑ：20%
EDTA-4Na：20%
炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ：60%

危険

飲み込むと有害吸入すると有害
吸入すると有害（気体,蒸気,粉じん及びミスト）
重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷
呼吸器への刺激のおそれ
眠気又はめまいのおそれ
水生生物に有害
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食器洗浄機用洗浄剤-Ⅴ〔粉末・非劇物・非塩素系〕

業務用 ○△□×（製品名）

品　名 　業務用食器洗浄機用洗浄剤
成　分 　炭酸塩、カルボン酸塩、水酸化ナトリウム（4%）
性　状 　粉末の記載（液性の表示「アルカリ性など」）
用　途 　自動食器洗浄機を使用した食器、器具類の洗浄用
内容量 　ｋｇ又はＬ等　計量法に基づく表示

標準使用濃度 　％（　　～　　％）
使用方法 　必要に応じて記載

使用上の注意
・作業時は、保護マスク、保護メガネおよび保護手袋を使用する旨。
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙しない旨。
・屋外または換気の良い場所でのみ使用する旨。
・キャップを開けるとき、液が飛び出す恐れがある。また、容器を移動するときは、キャップをしっかり
閉める。緩んでいると、液が跳ねて目や皮膚に付く恐れがある旨。
・取扱い後はよく手を洗う旨。
・他の薬剤、洗浄剤等とはまぜない旨。
・洗浄機に洗浄剤を投入する際は、乾燥した専用のスプーンを使用する旨。「粉末の手投げ洗浄剤」
・洗浄機に洗浄剤を投入する際は、乾燥した専用のトングを使用する旨。「タブレットの手投げ洗浄剤」

・交換時は、カートリッジ（容器）に洗浄水が付着することがあるので口を上にして差し替える旨。
「カートリッジタイプの場合」
・他の容器（飲料用のボトルなど）に移し替えて使用しない旨。「該当しない場合は適切な表現」
・他の容器に移し替える場合は、（清浄で乾燥した）専用の（プラスチック）容器に、その商品名、使用
　方法、注意事項を明記した上で使用する旨。「該当しない場合は適切な表現」

・使い終わった容器は良く洗ってから処理する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・銅や銅合金およびスズ製の物品の洗浄、接液を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・業務用食器洗浄機以外の用途には使用しない旨。
・移動、保管時は容器の口（キャップ）をしっかり閉める旨。「液体、固形などの製品の場合」
・子供の手の届かないところに保管する旨。
・施錠して保管する旨。
・必要な時以外は、環境への放出を避ける旨。
・内容物や容器は、（国際／国／都道府県／市町村の）規則に従って廃棄する旨。

応急処置
・目に入った場合、直ちに流水で１５分以上洗い流す。（コンタクトレンズは外す。）その後、ＳＤＳか
本品を持参して速やかに医師の診断を受ける。手当てが遅れると失明することがある。

・万一飲み込んだ場合、直ちに多量の水（牛乳）を飲ませる。（意識のない場合には、口から何も与えな
い。）　吐かせてはいけない。状態に変化が見られた場合、ＳＤＳか本品を持参して速やかに医師の診断
を受ける。（濃い液を多量に飲み込んだ場合、手当てが遅れると生命にかかわることがある。）

・液が皮膚に付いた場合、直ちに水で充分に洗い流す。皮膚刺激が生じた場合、医師の診断/手当てを受け
ること。（液が付着した衣服や靴は直ちに脱ぐ。再使用する場合には洗濯する。）手当てが遅れると炎症
（熱症）を起こすことがある。

・吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。気分が悪い時は、医師
の診断を受けること。

発      売      元： ○○××　株式会社
住               所： 東京都〇〇区△△町××番地
電   話   番   号： ０３－△△△△－□□□□
製造ロット番号 ： このスペースに表示するか、欄外に表示する場合は欄外に表示を記入

必ず使用前に｢安全データシート（SDS）｣と｢使用上の注意｣をお読みください。

日本食品洗浄剤衛生協会（食洗協）の定めたガイドラインに基づく表示

※その他の注意事項「各社対応」　ユーザーにとってより判り易い表示（イラスト等）、項目などは各社の判断で対応

水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ：4%
EDTA-4Na：20%
炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ：75.2%

危険

飲み込むと有害
吸入すると有害（気体,蒸気,粉じん及びミスト）
重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷
呼吸器への刺激のおそれ
眠気又はめまいのおそれ
臓器の障害のおそれ
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食器洗浄機用洗浄剤-Ⅵ〔粉末・劇物・非塩素系〕

業務用 ○△□×（製品名）

品　名 　業務用食器洗浄機用洗浄剤
成　分 　水酸化ナトリウム（50%）、炭酸塩、カルボン酸塩
性　状 　粉末の記載（液性の表示「アルカリ性など」）
用　途 　自動食器洗浄機を使用した食器、器具類の洗浄用
内容量 　ｋｇ又はＬ等　計量法に基づく表示

標準使用濃度 　％（　　～　　％）
使用方法 　必要に応じて記載

使用上の注意
・作業時は、保護マスク、保護メガネおよび保護手袋を使用する旨。
・この製品を使用する時に、飲食または喫煙しない旨。
・屋外または換気の良い場所でのみ使用する旨。
・粉塵、ミスト、蒸気を吸入しない旨。
・キャップを開けるとき、液が飛び出す恐れがある。また、容器を移動するときは、キャップをしっか
り閉める。緩んでいると、液が跳ねて目や皮膚に付く恐れがある旨。
・他の薬剤、洗浄剤等とはまぜない旨。
・洗浄機に洗浄剤を投入する際は、乾燥した専用のスプーンを使用する旨。「粉末の手投げ洗浄剤」
・洗浄機に洗浄剤を投入する際は、乾燥した専用のトングを使用する旨。「タブレットの手投げ洗浄
・交換時は、カートリッジ（容器）に洗浄水が付着することがあるので口を上にして差し替える旨。
「カートリッジタイプの場合」

・他の容器（飲料用のボトルなど）に移し替えて使用しない旨。「該当しない場合は適切な表現」
・他の容器に移し替える場合は、（清浄で乾燥した）専用の（プラスチック）容器に、その商品名、使
用方法、注意事項を明記した上で使用する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・使い終わった容器は良く洗ってから処理する旨。「該当しない場合は適切な表現」
・アルミニウム製の食器や器具類および漆器の洗浄を避ける旨。「該当しない場合は削除」
・業務用食器洗浄機以外の用途には使用しない旨。
・移動、保管時は容器の口（キャップ）をしっかり閉める旨。「液体、固形などの製品の場合」
・子供の手の届かないところに保管する旨。
・施錠して保管する旨。
・必要な時以外は、環境への放出を避ける旨。
・内容物や容器は、（国際／国／都道府県／市町村の）規則に従って廃棄する旨。

応急処置
・目に入った場合、直ちに流水で１５分以上洗い流す。（コンタクトレンズは外す。）その後、ＳＤＳ
か本品を持参して速やかに医師の診断を受ける。手当てが遅れると失明することがある。

・万一飲み込んだ場合、直ちに多量の水（牛乳）を飲ませる。（意識のない場合には、口から何も与え
ない。）吐かせてはいけない。ＳＤＳか本品を持参して速やかに医師の診断を受ける。（濃い液を多量
に飲み込んだ場合、手当てが遅れると生命にかかわることがある。）

・液が皮膚に付いた場合、直ちに水で充分に洗い流す。皮膚刺激が生じた場合、医師の診断/手当てを受
けること。（液が付着した衣服や靴は直ちに脱ぐ。再使用する場合には洗濯する。）手当てが遅れると
炎症（熱症）を起こすことがある。

・吸入した場合、空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。気分が悪い時は、医
師の診断を受けること。

発      売      元： ○○××　株式会社
住               所： 東京都〇〇区△△町××番地
電   話   番   号： ０３－△△△△－□□□□
製      造      元 : ○○××△△工業　株式会社
住               所： 埼玉県□□市○○町××番地
電   話   番   号： ０４８－△△△－□□□□
製造ロット番号： このスペースに表示するか、欄外に表示する場合は欄外に表示を記入

必ず使用前に｢安全データシート（SDS）｣と｢使用上の注意｣をお読みください。

日本食品洗浄剤衛生協会（食洗協）の定めたガイドラインに基づく表示

※その他の注意事項「各社対応」　ユーザーにとってより判り易い表示（イラスト等）、項目などは各社の判断で対応

水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ：50%
EDTA-4Na：10%
炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ：40%

危険

飲み込むと有害
吸入すると有害（気体,蒸気,粉じん及びミスト）
重篤な皮膚の薬傷及び眼の損傷
呼吸器への刺激のおそれ
眠気又はめまいのおそれ
臓器の障害
水生生物に有害

医薬用外劇物

水酸化ナトリウム：５０％
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